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「今までの事、そしてこれから。」 
 

昨年初頭に発生した「新型コロナウイルス」が様々な型に変異して世間を騒がせていますが、

恵誠の里では気を緩めることなく対応を続けている真っ最中です。会話をする時に出てしまう飛

沫が主たる感染源だと言う事でマスクの装着が必須となり、会話が聞き取りづらいだけでなく相

手の表情が判り難くなりました。ソーシャルディスタンスを徹底したことでご利用者との距離が

遠くなり、離れて話をする事に私自身いまだ慣れません。何気ない雑談はコミュニケーションを

取るうえで欠かせませんが、不必要な会話は極力控えなければならないとなると気軽に話し掛け

ることも躊躇してしまいます。皆様の中にも「会話が減った」「不必要な外出を控える」など生

活に変化があった方が居られるのではないでしょうか。 

先日、ある新聞の『雑談には数多くの効果があった。』という記事に目が留まりました。『テレ

ワークが推奨されて出社する機会が無くなったある企業では、色々と問題が出てきた』との事で

す。一言でまとめると社員の気風に変化が有り、個人主義的な考えが多くなったとの内容でした。

『実は、今まで当たり前過ぎて気にも留められなかった些細な「廊下での雑談」「休憩室の無駄

話」「食事場面での対話」は、社員同士の「チームワーク」の醸成という、とても重要な役割を

担っていた。その様な些細な時間で同僚や上司との雑談の端々に出てくる姿勢から会社や仕事に

対する考え方を学び、すり合わせることで同じ考え方を共有できる機会になっていたようであ

る。雑談が無くなってくると、人間関係が必然的に「課題追求型」になってしまい、会社や組織

に対する愛着が弱まってしまう可能性があり、方向性に乱れが生じて、まとまりが無くなってし

まう』との記述でした。 

人は社会的な繋がりが必要です。言い換えれば、誰かと繋がっていなければ生きられない存在

なのだと考えます。「雑談」をすることで安心できる所があり、自分が社会とつながっている状

態を体感できるはずです。 

恵誠の里ではご利用者に日中活動に参加していただくことで、日常生活訓練や作業だけではな

く「ノンバーバルコミュニケーションが活かせる環境」、何より「繋がりを意識できる場所」を

大切にした支援を提供しています。これからも消毒や換気・アクリルボードなどの利用を徹底し

ながら、この一年弱で学んだ「新型コロナウイルスが終息したから終わりではない」という教訓

を活かして、以前のように意識せずとも気軽に対話が出来る様な環境に結び付けていこうと思慮

を続けます。職員一同、ご利用者の声に出来ないニーズにも気が付けるよう感性を磨き続け、よ

り良い支援に繋げていきます。今後ともご理解とご協力をよろしくお願い申し上げます。 

 

サービス管理責任者 柳橋賢治 

http://s-seikoukai.or.jp/keiseinosato


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小さいものから大きなものまで色々なサイズの野菜が収穫出来ました！失敗もありましたが、育てる事

の大変さや、喜びを感じてもらうことが出来たと思います。尚、収穫した大根とほうれん草は恵誠の里で

の昼食に使ってもらいました。 

支援員 山野剛史 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

9 年間お世話になった恵誠の里を離れ、ゆかりの里にて勤務する事にな

りました。今はとても寂しい気持ちでいっぱいですが、新天地でも活躍で

きるように恵誠の里での経験を糧にして頑張っていきます。 

最後に、至らない点も多くあったと思いますが、いつも温かく見守って

下さったご家族の皆様、いつも優しい笑顔で元気をくださったご利用者の

皆様に心より感謝致します。本当にありがとうございました。 

支援員 左部誠弥 

 

  

 

 はじめまして！！4 月から恵誠の里で勤務させて頂くことになりました

小西敏一です。通所施設で働くのは始めてで、ご迷惑をお掛けすることも

あると思いますが、皆さんが楽しく過ごせるように精一杯頑張りますので

宜しくお願い致します。 

支援員 小西敏一 

ご協力ありがとうございました。 

桝谷幸子様 

 

 

作業提供ありがとうございます。 

松井縫製加工所様、(有)丸甚製作所様、 

(有)ハナトミ様、メイクズ様（順不同） 

 ≪編集後記≫   

 

広報紙「めぐみ」も、発行をスタートして 12年

となりました。これからもご利用者の活動風景な

ど、恵誠の里での活動や取り組みを、皆様に紹介

できる紙面づくりに努めてまいります。 

皆様のご意見・ご感想をお寄せいただきますよ

う、よろしくお願い致します。 

編集員一同 

 利用相談・見学・体験利用について随時受け付けております。 

サービス内容は事業所ホームページに記載しておりますので、どうぞご覧下さい。 

(電話での相談もお受けします。℡072-467-1181)  ご連絡お待ちしております。 

受付：谷口
たにぐち

 勉
つとむ

               

   

 恵誠の里では 1年間という短い期間でありましたが、大変お世話になり本当にあ

りがとうございました。今後の皆さんのご多幸を心より願っています。 

品野圭司 

長い間お疲れ様でした！ 


